
（実施類型） （取組の概要） （実施（予定）時期）

（取組の概要） （検討状況・課題）

団体名 事業名 事業詳細（事業区分）

白石町 水道事業 上水道事業（末端給水）　

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

広域化等
民間活用

指定管理者
制度

包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

地方独立行政法
人への移行

○

その他の
民間活用

現行の経営
体制を継続

取組事項 （水道事業）広域化等

実施済
事業統合

施設の
共同設置

実施予定

平成

施設管理の
共同化

管理の一体化

年 月 日

検討中 ○

　構成団体の水道担当部課長及び企業団
職員による水道事業統合検討会を設置。
水道事業業務分野別調整協議（H29.4月に
専門部会を設置して現在業務の調整作業
中）

　H27年10月佐賀西部広域水道事業統合協議会を設置し協議会参加団体による
基本計画を策定し、水道料金や参加団体の経費負担、資産の引き継ぎ等を協議
中。

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成29年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 事業詳細（事業区分）

白石町 下水道事業 農業集落排水事業

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

広域化等
民間活用 その他の

民間活用指定管理者
制度

包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

地方独立行政法
人への移行

現行の経営
体制を継続

・必要な知見、ノウハウの不足により、抜本的改革の実施の検討ができていないため。
・当町の下水道事業の規模等を考えると、ＰＦＩや指定管理者を担う企業等がないことが考えられる
ため。

・接続率の向上、施設の計画的な更新により、経営状況を安定させ向上させ
る。

○

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成29年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 事業詳細（事業区分）

白石町 下水道事業 特定環境保全公共下水道事業

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

広域化等
民間活用 その他の

民間活用指定管理者
制度

包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

地方独立行政法
人への移行

現行の経営
体制を継続

・必要な知見、ノウハウの不足により、抜本的改革の実施の検討ができていないため。
・当町の下水道事業の規模等を考えると、ＰＦＩや指定管理者を担う企業等がないことが考えられる
ため。

・接続率の向上、施設の計画的な更新により、経営状況を安定させ向上させ
る。

○

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成29年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


